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報
告
事
項

第
十
六
号
　
町
名
・
字
名
の
取
扱
い

四
町
の
字
の
区
域
及
び
字
の
名
称
は
、

従
前
の
と
お
り
と
す
る
案
が
提
出
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
委
員
か
ら
更
に
協
議

期
間
を
取
り
た
い
意
見
が
あ
り
、
次
回

の
合
併
協
議
会
に
て
継
続
協
議
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

第
十
七
号
　
議
会
の
議
員
の
定
数
及
び

任
期
の
取
扱
い
（
定
数
の

み
）
に
つ
い
て

新
市
の
議
会
の
議
員
の
定
数
は
、
二

十
二
人
と
し
、
最
初
に
行
う
一
般
選
挙

の
定
数
に
限
り
二
十
六
人
と
す
る
案
が

採
決
さ
れ
、
決
定
し
ま
し
た
。

第
六
回
合
併
協
議
会

4
月
2
日
（
水
）
修
善
寺
町

協
議
事
項

新市議会の議員定数は、平成16年10月31日まで現町議会に
在任する議員57人、初回選挙は26人、次回以降は22人

新市の議員任期については、在任特例を適用し各町議会議員が合併後の平成16年10月31
日まで新市の議員として在任することが決定しました。
この特例適用後の新市の議会議員の定数について、追加提案され、協議会各委員から｢22

人｣｢24人｣｢26人｣の案が出されました。新市と同規模人口の平均｢22人｣の案と新市の業務
内容などを考慮した｢26人｣の案の平行線が続き、これらの意見を踏まえた案として議員の定
数は｢22人｣とし、最初の一般選挙に限り定数は｢26人｣とする案が出され、定数を｢24人｣と
する案との採決により「定数は22人とし、最初の一般選挙に限り26人｣の案が決定いたしま
した。

※
　
　
の
表
示
は
、
協
定
項
目
が
決
定
し
た
も
の

町名、字
あ ざ

名の取扱いは継続協議中
町名・字名の取扱いについては、｢4町の字の区域及び字の名称は、従前のとおりとする。｣という案が提出されていまし

た。これは｢土肥町八木沢○○番地｣は｢伊豆市八木沢○○番地｣に、｢天城湯ケ島町市山○○番地｣は｢伊豆市市山○○番地｣に、
｢中伊豆町菅引○○番地｣は｢伊豆市菅引○○番地｣となることになります。修善寺町を除く3町については、町名を残さずに
提出案のとおりとする意向でまとまっていますが、修善寺町については、地域から「修善寺」の名を残したい強い希望があ
るということで、現在の各字名に「修善寺」を付けた字の変更をする案が出されました。しかし、委員の中には、｢対等合
併により修善寺町以外の各町は現在の町名を残さないのだから、修善寺町も現行のままとして新市において検討すべき｣と
いう意見も出され、4月16日の合併協議会では両案の採決を行いましたが、いずれも3分の2の賛同を得られなかったため、
次回の合併協議会（5月7日）へ継続して協議することとなりました。

在任特例 
４町議員が 
在任 

57人 
26人 22人 

平成16年 
３月31日 

平成16年 
11月１日 

平成20年 
11月１日～ 

合併時 

第
十
号
　
修
善
寺
町
外
三
町
合
併
協
議

会
規
約
に
関
す
る
協
議
書
の

変
更
協
議
書
に
つ
い
て

合
併
協
議
会
の
事
務
局
に
従
事
す
る

職
員
に
局
次
長
と
し
て
静
岡
県
職
員
の

青
木
昇
氏
が
加
わ
る
内
容
に
つ
い
て
変

更
協
議
書
を
取
り
交
わ
し
た
こ
と
を
報

告
し
、
承
認
し
ま
し
た
。

第
十
一
号
　
新
市
名
称
及
び
事
務
所
の

位
置
選
定
小
委
員
会
の
会

議
結
果
に
つ
い
て

新
市
の
名
称
に
決
定
し
た
「
伊
豆
市
」

に
応
募
し
た
六
百
七
十
二
人
か
ら
名
付

け
親
大
賞
一
人
、
名
付
け
親
賞
四
人
を

抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
し
た
。（
三
頁

参
照
）

第
二
十
八
号
　
建
設
（
港
湾
）
関
係
事

業
に
つ
い
て

①
町
道
及
び
河
川
に
つ
い
て
は
、
現
行

の
と
お
り
新
市
に
引
き
継
ぎ
、
市
道
認

定
基
準
及
び
河
川
認
定
基
準
を
合
併
後
、

新
た
に
作
成
し
、
合
併
後
五
年
以
内
に

道
路
台
帳
及
び
河
川
台
帳
の
再
編
を
行

う
。

②
建
設
（
港
湾
）
関
係
事
業
に
つ
い
て

は
、
計
画
的
に
実
施
し
、
継
続
事
業
に

つ
い
て
は
、
新
市
に
お
い
て
引
き
続
き

実
施
す
る
。

③
町
道
整
備
事
業
に
係
る
受
益
者
負
担

金
に
つ
い
て
は
、合
併
時
に
廃
止
す
る
。

④
土
木
用
原
材
料
支
給
事
業
に
つ
い
て

は
、
現
行
の
と
お
り
継
続
し
、
支
給
に

係
る
地
元
負
担
金
に
つ
い
て
は
、
合
併

時
に
廃
止
す
る
。

⑤
道
路
・
河
川
の
占
用
料
等
に
つ
い
て

は
、
当
面
現
行
の
と
お
り
と
し
、
合
併

後
五
年
以
内
に
新
市
に
お
い
て
定
め
る
。

⑥
地
籍
調
査
事
業
に
つ
い
て
は
、
現
行

の
と
お
り
継
続
す
る
。

⑦
公
営
住
宅
関
係
事
業
に
つ
い
て
は
、

次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

ア
　
家
賃
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
か
ら

三
年
間
で
段
階
的
な
負
担
調
整
を
行

い
、
利
便
性
計
数
に
つ
い
て
は
、
合

併
時
ま
で
に
調
整
を
図
る
。

イ
　
入
居
資
格
に
つ
い
て
は
、
合
併
時

に
公
営
住
宅
法
以
外
の
付
加
条
件
は

つ
け
な
い
も
の
と
す
る
。

ウ
　
老
人
入
居
住
宅
に
つ
い
て
は
、
現

行
の
と
お
り
と
す
る
。

エ
　
駐
車
場
の
供
用
・
使
用
料
に
つ
い

て
は
、
団
地
ご
と
の
実
情
に
応
じ
、

新
規
提
案
事
項

図　決定した議員数の移行
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1 報告事項
(10) 修善寺町外3町合併協議会規約に関す

る協議書の変更協議書について
(11) 新市名称及び事務所の位置選定小委員

会の会議結果について
2 協議事項
(16) 町名・字名の取扱い
(17) 議会の議員の定数及び任期の取扱い（定

数のみ）について
3 新規提案事項
(28) 各種事務事業の取扱い（建設(港湾)関

係事業）について
(29) 各種事務事業の取扱い（その他の事業

男女共同参画について
(30) 修善寺町外3町新市報酬等新議会規程

について
4 その他
今後の日程について

第6回合併協議会の次第

非
常
勤
の
者
（
各
委
員
等
）
及
び
特
別

職
（
市
長
等
）
の
報
酬
等
の
額
を
合
併

協
議
会
会
長
に
諮
問
で
き
る
審
議
会
の

設
置
規
程
に
つ
い
て
提
出
さ
れ
、
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他

次
回
協
議
会
を
四
月
十
六
日
に
、
修

善
寺
町
生
き
い
き
プ
ラ
ザ
で
、
第
八
回

協
議
会
を
五
月
七
日
に
開
催
す
る
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

第
七
回
合
併
協
議
会

の
協
定
内
容
と
し
て
確
認
し
ま
し
た
。

①
地
方
自
治
法
第
九
十
一
条
第
一
項
の

規
定
す
る
新
市
の
議
会
の
議
員
の
定

数
は
、
二
十
二
人
と
す
る
。
た
だ
し
、

合
併
後
最
初
に
行
わ
れ
る
一
般
選
挙

の
定
数
は
、
二
十
六
と
す
る
。

②
議
会
の
議
員
の
任
期
は
、
市
町
村
の

合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
第
七
条

第
一
項
第
一
号
の
規
定
を
適
用
し
、

平
成
十
六
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
、

引
き
続
き
新
市
の
議
員
と
し
て
在
任

す
る
。

第
十
三
号
　
新
市
建
設
計
画
等
策
定
小

委
員
会
の
会
議
結
果
に
つ

い
て

○
新
市
建
設
計
画
の
策
定
方
針
に
つ
い

て
、
計
画
の
趣
旨
、
計
画
の
構
成
、
計

画
の
期
間
、
施
策
内
容
の
概
要
に
つ
い

て
確
認
し
た
。

○
新
市
建
設
計
画
（
案
）
に
つ
い
て
、

具
体
的
内
容
の
検
討
を
行
い
継
続
審
議

と
し
た
。

以
上
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

第
十
四
号
　
新
市
例
規
策
定
業
務
委
託

契
約
の
締
結
に
つ
い
て

新
市
の
例
規
を
策
定
す
る
業
務
を
株

式
会
社
ぎ
ょ
う
せ
い
に
委
託
契
約
し
た

内
容
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

報
告
事
項

以
上
の
賛
同
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
た

め
、
継
続
協
議
と
な
り
ま
し
た
。

※
町
名
・
字
名
に
つ
い
て
は
、
合
併
時

に
と
ら
わ
れ
ず
、
地
方
自
治
法
第
二

六
〇
条
の
規
定
に
よ
り
町
又
は
字
の

区
域
又
は
そ
の
名
称
を
変
更
す
る
場

合
、
合
併
前
の
町
又
は
新
市
に
お
い

て
議
会
の
議
決
を
経
て
こ
れ
を
定
め

て
県
知
事
に
届
け
出
れ
ば
変
更
で
き

る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

1 報告事項
(12) 議会の議員の定数及び任期の取扱いの

確認について
(13) 新市建設計画等策定小委員会の会議結

果について
(14) 新市例規策定業務委託契約の締結につ

いて
2 協議事項
(16) 町名・字名の取扱い
3 新規提案事項
(31) 財産、債務の取扱いについて
(32) 農業委員会の委員の定数及び任期の取

扱いについて
(33) 各種事務事業の取扱い（電算システム

事業）について
4 その他

今後の日程確認

第7回合併協議会の次第

4
月
16
日
（
水
）

修
善
寺
町

供
用
等
の
有
無
を
合
併
時
に
定
め
る
。

オ
　
維
持
管
理
費
に
つ
い
て
は
、
入
居

者
負
担
分
と
施
設
管
理
者
負
担
分
を

明
確
化
し
、
合
併
時
に
統
一
す
る
。

以
上
の
七
点
の
案
が
提
出
さ
れ
、
決

定
し
ま
し
た
。

※
利
便
性
計
数
…
公
営
住
宅
法
施
行
令
第

二
条
に
よ
り
入
居
者
の
家
賃
を
算
定
す

る
際
に
土
地
、
建
物
等
の
個
別
的
要
因

を
反
映
し
て
設
定
さ
れ
る
数
値

第
二
十
九
号
　
男
女
共
同
参
画
に
つ
い

て
（
そ
の
他
の
事
業
）

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
は
、

修
善
寺
町
、
土
肥
町
の
現
在
あ
る
計
画

を
踏
ま
え
、
新
市
に
お
い
て
速
や
か
に

作
成
す
る
。
ま
た
、
新
市
の
男
女
共
同

参
画
推
進
委
員
を
置
き
、
計
画
の
推
進

を
図
る
と
い
う
案
が
提
出
さ
れ
、
決
定

し
ま
し
た
。

第
三
十
号
　
修
善
寺
町
外
三
町
新
市
報

酬
等
審
議
会
規
程
に
つ
い
て

新
市
の
議
会
議
員
、
特
別
職
職
員
で

第
十
二
号
　
議
会
の
議
員
の
定
数
及
び

任
期
の
取
扱
い
の
確
認
に

つ
い
て

議
会
の
議
員
の
定
数
及
び
任
期
の
取

扱
い
に
つ
い
て
、
決
定
し
た
事
項
を
次

協
議
事
項

第
十
六
号
　
町
名
・
字
名
の
取
扱
い

「
四
町
の
字
の
区
域
及
び
名
称
は
、

従
前
の
と
お
り
と
す
る
。」
と
い
う
案

が
提
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
修
善
寺

町
に
つ
い
て
は
字
名
に
「
修
善
寺
」
を

付
け
る
案
と
現
行
の
ま
ま
と
し
新
市
に

お
い
て
変
更
す
べ
き
案
が
出
さ
れ
、
採

決
し
ま
し
た
が
、
両
案
と
も
三
分
の
二

第
三
十
一
号
　
財
産
、
債
務
の
取
扱
い

に
つ
い
て

四
町
の
所
有
す
る
財
産
及
び
債
務
に

つ
い
て
は
、
す
べ
て
新
市
に
引
き
継
ぐ

も
の
と
す
る
。
天
城
湯
ケ
島
町
に
八
つ

あ
る
財
産
区
有
財
産
は
、
現
状
の
財
産

区
の
財
産
と
し
て
新
市
に
引
き
継
ぐ
も

の
と
す
る
。

新
規
提
案
事
項

※
財
産
区
…
地
方
自
治
法
が
法
人
格
を

認
め
た
特
別
地
方
公
共
団
体
で
あ
り
、

財
産
区
の
権
限
と
能
力
は
、
所
有
す

る
財
産
の
管
理
及
び
処
分
又
は
廃
止

に
限
ら
れ
、
財
産
の
維
持
管
理
に
必

要
な
経
費
に
限
ら
れ
て
い
る
。

第
三
十
二
号
　
農
業
委
員
会
の
委
員
の

定
数
及
び
任
期
の
取
扱

い
に
つ
い
て

▲ 合併協議会で字名の取扱いについて採決
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合併協定項目一覧表

◎ 1 合併の方式
◎ 2 合併の期日
◎ 3 新市の名称
◎ 4 新市の事務所の位置
○ 5 財産、債務の取扱い
◎ 6 議会の議員の定数及び任期の取扱い
○ 7 農業委員会の委員の定数及び任期の取扱い
8 地方税の取扱い

◎ 9 一般職の職員の身分の取扱い
◎10  特別職の身分の取扱い
◎11  条例、規則等の取扱い
12  事務組織及び機構の取扱い
13  一部事務組合等の取扱い
14  使用料、手数料等の取扱い
15  公共的団体等の取扱い
16  補助金、交付金等の取扱い

●17  町名・字名の取扱い
◎18  慣行の取扱い
19  国民健康保険事業の取扱い
20  介護保険事業の取扱い
21  消防団の取扱い
22  公の施設の取扱い

23 各種事務事業の取扱い
◎ 1 姉妹都市、国際交流事業
◎ 2 電算システム事業
◎ 3 広報広聴関係事業
◎ 4 消防水防防災関係事業
5 交通関係事業

◎ 6 自治会・行政連絡機構
◎ 7 都市計画関係事業
8 保健衛生事業
10 福祉関係事業
11 環境対策事業
12 農林水産関係事業
13 観光、商工関係事業

◎14 建設（港湾）関係事業
15 上下水道事業
16 学校教育事業
17 社会教育（生涯学習）事業
18 公社、第三セクター等の扱い

▲19 その他の事業

●24  新市建設計画

新市名称募集の名付け親賞当選者発表

☆名付け親大賞（1名）4町内宿泊施設宿泊券5万円分
静岡県田方郡中伊豆町 杉山　良子　様

☆名付け親賞 （4名）4町内宿泊施設宿泊券2万円分
静岡県田方郡天城湯ケ島町 大 川　覚　　様
静岡県藤枝市天王町　　　 西 野　忠 男 様
静岡県浜北市小松　　　　 木　稔　　様
静岡県田方郡修善寺町　　 鈴 木 つる代 様

2月7日から2月28日まで行いました新市名称募集には、
2,759件もの応募をいただき、ありがとうございました。3
月19日の合併協議会で新市の名称は「伊豆市」と決定し、
「伊豆市」に応募いただいた672人の中から抽選の結果、次
の方々が名付け親賞に決定しました。

当選おめでとうございます! 

◎は決定された項目、○は提出された項目、●は協議中（小
委員会付託案件も含む。）の項目、▲は一部決定の項目です。

【平成15年4月16日時点】

①
農
業
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
合
併
時

に
統
合
す
る
も
の
と
し
、
農
業
委
員
会

の
選
挙
に
よ
る
委
員
に
つ
い
て
は
、
市

町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
第

八
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
を
適
用
し
、

平
成
十
七
年
二
月
末
日
ま
で
引
き
続
き

新
市
の
農
業
委
員
会
の
委
員
と
し
て
在

任
す
る
。
た
だ
し
、
引
き
続
き
合
併
後

の
新
市
の
選
挙
委
員
と
し
て
在
任
す
る

委
員
は
、
二
十
人
と
す
る
。

②
在
任
特
例
期
間
終
了
後
の
農
業
委
員

会
の
選
挙
に
よ
る
委
員
の
定
数
に
つ
い

て
は
、
二
十
人
と
す
る
。

以
上
の
二
点
の
案
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。

第
三
十
三
号
　
電
算
シ
ス
テ
ム
事
業
に

つ
い
て

電
算
シ
ス
テ
ム
事
業
に
つ
い
て
は
、

合
併
時
に
電
算
シ
ス
テ
ム
の
統
合
を
図

伊
豆
市
の
名
付
け
親
大
賞
を
授
与

〜
中
伊
豆
町
の
杉
山
さ
ん
に
会
長
か
ら
贈
呈
〜

平
成
十
五
年
四
月
十
二
日
（
土
）、
中
伊
豆
町
役
場
の
町
長
室
で

新
市
の
名
付
け
親
大
賞
に
当
選
し
た
中
伊
豆
町
の
杉
山
良
子
さ
ん

に
、
大
城
会
長
か
ら
賞
品
の
宿
泊
施
設
助
成
券
と
記
念
賞
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

杉
山
さ
ん
は
「
伊
豆
市
」
を
応
募
し
た
理
由
に
、
家
族
み
ん
な
で

話
し
合
っ
て
伊
豆
半
島
に
伊
豆
と
い
う
名
の
ま
ち
が
あ
っ
て
も
よ
い

の
で
は
と
い
う
こ
と
で
応
募
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

伊
豆
市
に
な
る
四
町
に
つ
い
て
、「
す
ば
ら
し
い
温
泉
が
あ
り
、

川
で
は
釣
り
が
で
き
、
天
城
山
・
達
磨
山
で
は
キ
ャ
ン
プ
が
で
き
、

海
が
あ
り
、
海
遊
び
や
海
水
浴
が
で
き
ま
す
。
な
ん
と
言
っ
て
も
、

富
士
山
の
景
色
が
最
高
で
し
ょ
、
本
当
に
伊
豆
市
は
伊
豆
半
島
の
い

い
と
こ
ろ
を
全
部
凝
縮
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
最
高
の
市
に
な
る

と
思
う
の
で
、
私
た
ち
一
人
一
人
が
大
切
に
育
て
て
い
き
た
い
な
と

思
っ
て
ま
す
。」
と
新
市
へ
の
期
待
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
整
備

を
行
い
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招

か
な
い
よ
う
調
整
す
る
案
が
提
出
さ
れ
、

決
定
し
ま
し
た
。

そ
の
他

次
回
協
議
会
を
五
月
七
日
に
、
第
九

回
協
議
会
を
五
月
二
十
一
日
に
と
も
に

修
善
寺
町
総
合
会
館
二
階
研
修
室
で
開

催
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
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現
在
の
四
町
が
抱
え
る
現
状
と
課
題

を
明
ら
か
に
し
、
各
町
の
総
合
計
画
や

住
民
意
識
調
査
を
元
に
、
四
町
を
一
体

的
な
地
域
と
想
定
し
、
新
市
の
将
来
の

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
新
市
将
来

構
想
を
策
定
し
ま
し
た
。
合
併
後
概
ね

20
年
間
の
長
期
的
な
行
政
運
営
の
指
針

と
し
て
、
住
民
と
行
政
の
あ
り
方
の
方

向
性
を
示
し
た
も
の
で
す
。

新
市
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
上

新
市
将
来
構
想
の
策
定

に
あ
た
っ
て

組合等の名称 修善寺 土肥 天城 中伊豆 4町外 備 考

静岡県市町村非常勤職員
公務災害補償組合 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

田方地区消防組合 ◯ ◯ ◯ ◯

田方南部広域行政組合 ◯ ◯ ◯ 衛生プラン
ト介護保険

駿豆学園管理組合 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

西伊豆広域消防組合 ◯ ◯

田方郡交通災害共済組合 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

静岡県市町村職員
退職手当組合 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

土肥町戸田村衛生施設組合 ◯ ◯

三
月
十
九
日
の
合
併
協
議
会
で
新
市
将
来
構
想
「
新
市
ま
ち
づ
く
り
ビ

ジ
ョ
ン
」
が
策
定
、
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
本
号
（
第
一
〜
四
章
）
と
次
号

（
第
五
〜
六
章
）
の
二
回
に
分
け
て
そ
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

新市将来構　

第1章

新
市
の
概
況

第2章（
一
）
位
置
・
自
然
・
歴
史

修
善
寺
町
、
土
肥
町
、
天
城
湯
ケ
島

町
、
中
伊
豆
町
の
四
町
は
、
伊
豆
半
島

の
中
央
部
に
位
置
し
、東
西
約
二
五

、

南
北
約
二
〇

、
面
積
は
三
六
三
・
九

七

で
県
内
で
は
静
岡
市
、
本
川
根
町

に
次
ぐ
広
さ
と
な
り
ま
す
。

四
町
の
属
す
る
地
域
は
、
古
く
は
伊

豆
の
国
と
呼
ば
れ
、
田
方
郡
、
那
賀
、

賀
茂
の
三
郡
二
十
一
郷
が
あ
っ
た
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
明
治
元
年
に
は
韮
山
県

と
な
り
代
官
江
川
英
武
が
県
令
と
な
り
、

そ
の
後
一
時
足
柄
県
と
な
り
ま
し
た
が
、

明
治
九
年
、
旧
伊
豆
の
国
の
み
静
岡
県

に
併
合
さ
れ
ま
し
た
。
明
治
29
年
に
は

天
城
山
よ
り
北
は
田
方
、
南
は
賀
茂
の

二
郡
に
分
か
れ
、
そ
の
後
「
明
治
の
大

合
併
」、「
昭
和
の
大
合
併
」
を
経
て
、

現
在
の
姿
と
な
り
ま
し
た
。

（
二
）
人
口
動
向

図　明治から現在までの合併の状況

修善寺村 

下狩野村 

北狩野村 

土 肥 村 

小土肥村 

八木沢村 

小下田村 

中狩野村 

上狩野村 

上大見村 

中大見村 

下大見村 

修善寺町 修善寺町 

土 肥 村 土 肥 町 

西 豆 村 

土 肥 町 

天城湯ケ島町 天城湯ケ島町 

中伊豆町 中伊豆町 

昭和31年編入 

大正13年 

昭和34年　牧之郷、柏久保年川、大野の一部を編入 

明治22年 

明治22年 

昭和13年 

昭和31年 
編入合併 

昭和35年 

昭和33年 

1

新
市
の
概
況

四
町
の
人
口
は
昭
和
60
年
以
降
減
少

傾
向
に
あ
り
、
平
成
12
年
の
国
勢
調
査

で
は
三
八
、
五
八
一
人
と
平
成
７
年
の

人
口
に
比
較
し
て
二
・
一
％
の
減
と
な

っ
て
い
ま
す
。

人
口
構
成
を
年
齢
三
区
分
別
人
口
で

み
る
と
、
十
五
歳
未
満
が
全
体
の
一
三

・
七
％
、
十
五
〜
六
十
四
歳
の
生
産
年

齢
人
口
が
六
一
・
六
％
、
六
十
五
歳
以

上
の
老
年
人
口
が
二
四
・
七
％
と
な
っ

て
お
り
、
老
年
人
口
は
県
平
均
一
七
・

七
％
よ
り
七
ポ
イ
ン
ト
上
回
り
高
齢
化

が
進
展
し
て
い
ま
す
。

（
三
）
産
業
の
状
況

○
産
業
構
造

四
町
に
常
住
す
る
十
五
歳
以
上
の
就

業
者
の
産
業
別
就
業
比
率
で
は
、
第
一

次
産
業
、
第
二
次
産
業
の
減
少
傾
向
が

続
い
て
い
ま
す
。
第
三
次
産
業
で
は
昭

和
60
年
の
五
六
・
二
％
か
ら
平
成
12
年

の
六
四
・
九
％
と
八
・
七
ポ
イ
ン
ト
増

加
し
て
お
り
、
観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
を
中
心
と
す
る
第
三
次
産
業
に
特

化
し
た
地
域
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

○
各
産
業
の
状
況

産
業
別
に
見
る
と
、
農
林
業
で
は
、

水
稲
、
野
菜
、
花
き
、
み
か
ん
、
茶
、

わ
さ
び
、
し
い
た
け
な
ど
の
栽
培
や
畜

産
経
営
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。わ
さ
び
、

し
い
た
け
の
栽
培
は
県
内
で
も
シ
ェ
ア

が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
担
い

手
不
足
や
就
業
者
の
高
齢
化
、
海
外
と

町 名 S60 H2 H7 H12 増減率
修善寺 17,630 17,490 17,223 16,830 ▲2.3

土 肥 6,413 5,968 5,830 5,478 ▲6.0

天城湯ヶ島 8,254 8,025 8,165 7,960 ▲2.5

中伊豆 7,472 7,516 8,208 8,313 1.3

4町計 39,769 38,999 39,426 38,581 ▲2.1

資料:総務省「国勢調査」、増減率はH12/H7

表　4町の人口

の
価
格
競
争
な
ど
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。

水
産
業
で
は
、
イ
セ
エ
ビ
、
ア
ワ
ビ

等
の
採
貝
業
と
天
草
の
採
草
業
が
あ
り
、

漁
港
施
設
の
改
善
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
就
業
者
の
確
保
と
高
齢
化
が
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

工
業
で
は
、目
立
っ
た
特
徴
は
な
く
、

全
般
的
に
小
規
模
な
事
業
所
が
多
く
、

事
業
所
数
に
つ
い
て
も
年
々
減
少
し
て

い
ま
す
。

商
業
で
は
、
修
善
寺
町
を
中
心
に
修

善
寺
商
圏
を
形
成
し
て
い
ま
す
が
、
車

社
会
の
進
展
に
よ
り
、
修
善
寺
町
か
ら

大
仁
町
に
か
け
て
の
国
道
一
三
六
号
線

沿
い
に
新
た
な
商
業
施
設
が
集
積
す
る

傾
向
が
見
ら
れ
、
伊
豆
箱
根
鉄
道
駅
周

辺
等
の
商
店
街
店
舗
数
の
減
少
な
ど
の

課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

観
光
面
で
は
、
観
光
資
源
に
恵
ま
れ

た
当
地
域
の
宿
泊
客
数
や
観
光
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
客
数
は
、
こ
こ
数
年
横
ば

い
の
状
況
で
新
た
な
観
光
ニ
ー
ズ
に
あ

っ
た
観
光
資
源
の
発
掘
や
食
や
健
康
・

農
業
と
い
っ
た
分
野
の
観
光
交
流
産
業

の
活
性
化
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

（
四
）
交
流
・
広
域
行
政

○
通
勤
・
通
学

通
勤
通
学
状
況
で
は
、
各
自
町
内
の

通
勤
通
学
者
が
五
〇
％
を
超
え
、
全
体

で
六
七
・
〇
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
地

域
外
へ
は
、
田
方
北
部
地
域
、
三
島
市
、

沼
津
市
等
へ
の
通
勤
通
学
の
割
合
が
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。

○
消
費
動
向

修
善
寺
町
で
は
地
元
購
買
率
が
高
く

な
っ
て
い
ま
す
が
、
天
城
湯
ケ
島
町
、

中
伊
豆
町
で
は
修
善
寺
町
へ
の
流
出
傾

向
が
高
く
、
土
肥
町
で
は
沼
津
市
や
三

島
市
の
比
率
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

○
広
域
行
政

現
在
、
常
備
消
防
や
ご
み
処
理
等
の

分
野
に
お
い
て
は
、
地
域
内
の
い
く
つ

か
の
町
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
広
域
で

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
駿
豆
地
区
広
域

市
町
村
圏
協
議
会
に
よ
る
住
民
票
の
相

互
発
行
や
ゴ
ミ
処
理
の
検
討
、
共
同
事

務
や
連
絡
調
整
に
よ
り
効
率
的
な
広
域

行
政
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
五
）
財
政
状
況

○
決
算
額
の
推
移

〔
歳
入
〕
普
通
会
計
の
歳
入
決
算
額
を

み
る
と
四
町
で
百
九
十
七
億
円
（
H

13
）
と
な
り
ま
す
。
地
方
税
な
ど
の

自
主
財
源
の
占
め
る
割
合
は
、
修
善

寺
町
五
六
・
一
％
、
中
伊
豆
町
四
八
・

〇
％
、
天
城
湯
ケ
島
町
三
九
・
九
％
、

土
肥
町
三
四
・
〇
％
で
、
合
計
し
た
決

算
額
で
は
自
主
財
源
が
四
六
・
四
％
、

依
存
財
源
が
五
三
・
六
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。

〔
歳
出
〕
歳
出
は
、
平
成
13
年
度
決
算

額
の
内
訳
を
性
質
別
に
見
る
と
普
通
建

設
事
業
費
な
ど
の
投
資
的
経
費
が
高
い

割
合
と
な
っ
て
お
り
、
目
的
別
で
は
総

務
費
に
次
い
で
民
生
費
の
割
合
が
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。

○
財
政
指
標
の
状
況

平
成
13
年
度
で
見
る
と
財
政
の
弾
力

性
を
表
す
経
常
収
支
比
率
で
は
、
各
町

と
も
弾
力
性
を
失
い
つ
つ
あ
る
と
さ
れ

る
七
五
％
を
超
え
て
い
ま
す
。
ま
た
公

債
費
で
は
、
土
肥
町
、
天
城
湯
ケ
島
町

表　一部事務組合の設置状況

（単位 : 人、％）
km

km2

km
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町 名 13 歳入 13 歳出 経常収支
比　率

公債費
比　率

財政力
指　数

修善寺 7,055,843 6,654,588 75.2 14.0 0.58

土 肥 3,362,001 3,218,268 79.8 17.5 0.31

天城湯ケ島町 5,120,345 4,874,447 76.2 21.7 0.36

中伊豆 4,217,835 3,938,932 80.7 11.0 0.53

4町計 19,756,024 18,686,235

※説明内容のみ資料数値掲載　（歳入歳出単位:千円）

新市将来構　
で
比
率
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
財
政

力
の
強
弱
を
表
す
財
政
力
指
数
で
は
修

善
寺
町
が
最
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

表　平成13年度歳入歳出・財政指数の状況2

ま
ち
づ
く
り
の
課
題

（
一
）
地
域
産
業
の
活
性
化

四
町
は
、
天
城
山
系
や
駿
河
湾
な
ど

豊
か
な
自
然
資
源
を
背
景
に
農
林
水
産

業
や
温
泉
を
利
用
し
た
観
光
交
流
産
業

を
中
心
に
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
後
継
者
不
足
、
就
業
者
の
高
齢
化
、

海
外
と
の
価
格
競
争
な
ど
が
進
み
、
生

産
額
の
減
少
傾
向
が
見
ら
れ
、
後
継
者

の
育
成
や
基
盤
整
備
の
充
実
、
販
売
体

制
の
整
備
、
観
光
と
の
連
携
な
ど
の
推

進
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

観
光
交
流
産
業
で
は
、
従
来
の
見
学

型
観
光
か
ら
参
加
・
体
験
型
観
光
へ
の

対
応
が
遅
れ
て
い
ま
す
。
グ
リ
ー
ン
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
、
ブ
ル
ー
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

な
ど
体
験
型
や
治
療
・
滞
在
等
を
目
的

と
し
た
多
様
な
観
光
地
の
展
開
と
大
交

流
時
代
に
対
応
し
て
世
界
を
視
野
に
入

れ
た
広
域
的
集
客
に
対
応
し
た
観
光
地

づ
く
り
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

※
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
ブ
ル
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
…
大
規
模
開
発
に
よ
る
リ
ゾ
ー
ト
で
は

な
く
、
農
山
漁
村
の
自
然
と
文
化
を
あ
り
の

ま
ま
に
楽
し
む
余
暇
形
態
。

商
業
で
は
、
各
町
と
も
集
客
力
が
低

下
し
、
商
業
空
洞
化
が
懸
念
さ
れ
て
い

ま
す
。
工
業
に
お
い
て
は
、
長
引
く
景

気
の
低
迷
、
生
産
拠
点
の
海
外
移
転
な

ど
の
影
響
に
よ
り
厳
し
い
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
で
は
、
バ
ラ
ン

ス
あ
る
産
業
構
造
を
も
っ
た
ま
ち
づ
く

り
が
必
要
で
あ
り
、
各
産
業
を
有
機
的

に
結
び
付
け
て
い
く
取
り
組
み
や
情
報

・
環
境
関
連
産
業
の
創
出
、
自
然
環
境

を
活
か
し
温
泉
を
利
用
し
た
施
設
に
よ

る
医
療
・
保
健
・
福
祉
の
分
野
で
の
雇

用
創
出
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

（
二
）
少
子
高
齢
化
へ
の
対
応

今
後
の
高
齢
化
へ
の
対
応
は
新
市
の

重
要
な
課
題
で
す
。
保
健
・
医
療
・
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
一
層
の
充
実
や
高
齢
者

が
積
極
的
に
社
会
に
関
わ
る
機
会
や
交

流
の
場
を
整
え
、
様
々
な
活
動
に
活
躍

で
き
る
ま
ち
と
し
て
い
く
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
出
生
率
の
低
下
に

伴
う
児
童
・
生
徒
数
の
減
少
は
、
ま
ち

全
体
の
活
力
低
下
が
懸
念
さ
れ
、
子
育

て
と
仕
事
を
両
立
で
き
る
環
境
を
整
え
、

地
域
全
体
で
子
育
て
を
支
援
し
、
誰
も

が
安
心
し
て
育
児
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

（
三
）
基
盤
の
整
備

伊
豆
半
島
の
中
央
に
位
置
す
る
四
町

は
道
路
網
の
整
備
に
伴
っ
て
交
通
量
が

増
加
し
、
慢
性
的
な
交
通
渋
滞
に
よ
る

産
業
活
動
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
、
交

通
環
境
の
整
備
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま

た
今
後
予
想
さ
れ
る
地
震
、
風
水
害
、

急
傾
斜
地
等
の
災
害
に
強
い
ま
ち
、
バ

ス
や
鉄
道
、
船
舶
な
ど
の
公
共
交
通
機

関
の
総
合
的
な
交
通
体
系
の
確
保
と
生

活
環
境
の
整
備
、
情
報
通
信
基
盤
の
整

備
な
ど
の
新
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
礎

と
な
る
社
会
基
盤
・
生
活
基
盤
の
整
備

充
実
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

（
四
）
自
然
環
境
の
保
全

四
町
面
積
の
八
割
以
上
が
森
林
に
覆

わ
れ
、
環
境
負
荷
の
少
な
い
環
境
型
社

会
の
構
築
を
目
指
し
た
省
資
源
・
リ
サ

イ
ク
ル
へ
の
取
り
組
み
や
、
環
境
に
優

し
い
社
会
構
造
へ
の
転
換
と
森
林
や
農

業
の
あ
り
方
が
下
流
の
住
民
生
活
に
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
を
認
識
し
、

森
づ
く
り
や
環
境
保
護
活
動
に
参
加
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

（
五
）
ま
ち
づ
く
り
の
主
体
の
創
出

国
際
化
や
男
女
共
同
参
画
、
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
な
ど
新
市
が
取
り
組

む
べ
き
課
題
は
多
種
多
様
に
な
っ
て
お

り
、
様
々
な
主
体
の
参
加
と
連
携
が
重

要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地

区
単
位
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
地
域
団
体

の
活
動
を
促
進
し
自
発
的
な
ま
ち
づ
く

り
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

市
町
村
を
取
り
巻
く

社
会
環
境

第3章1

地
方
分
権
と
独
自
の
地
域

づ
く
り

地
方
分
権
と
は
、
地
域
の
自
主
性
、

自
立
性
を
尊
重
し
、
地
域
の
住
民
が
自

分
た
ち
で
決
定
し
（
自
己
決
定
）、
そ

の
責
任
も
自
分
た
ち
が
負
う
（
自
己
責

任
）
と
い
う
社
会
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し

て
い
く
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
す
。

そ
の
た
め
住
民
に
身
近
な
市
町
村
に

行
政
権
限
を
移
し
、
各
自
治
体
が
自
己

決
定
・
自
己
責
任
の
原
則
に
よ
り
、
地

域
の
創
意
工
夫
に
基
づ
く
行
政
運
営
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

そ
れ
に
は
自
治
体
の
政
策
立
案
能
力

や
専
門
性
の
あ
る
行
政
職
員
の
確
保
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
市
民
や
各

種
団
体
、N
P
O
な
ど
の
連
携
に
よ
る
、

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に
対
応
で
き
る
組

織
体
制
も
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
N
P
O
…N

on-ProfitO
rganization

民
間
非
営
利
団
体
の
略

年
度
で
二
四
・
七
％
（
県
平
均
一
七
・

七
％
）
に
達
し
、
今
後
、
住
民
の
三
人

に
一
人
が
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
と

な
る
社
会
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

出
生
数
で
は
低
い
出
生
率
が
続
い
て

お
り
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、

教
育
施
設
等
の
統
廃
合
の
問
題
や
介
護

保
険
な
ど
の
医
療
・
保
健
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
需
要
増
加
が
見
込
ま
れ
、
市
町
村

に
と
っ
て
は
人
的
、
財
政
的
な
面
で
の

基
盤
整
備
や
少
子
高
齢
化
対
策
に
対
応

し
た
シ
ス
テ
ム
の
充
実
、
安
心
し
て
子

供
を
産
み
育
て
ら
れ
る
社
会
環
境
の
整

備
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

2

少
子
高
齢
化
の
進
行

四
町
に
お
け
る
高
齢
化
率
は
平
成
12

3

日
常
生
活
圏
の
拡
大
と

新
た
な
ま
ち
づ
く
り

交
通
・
通
信
手
段
の
著
し
い
発
達
に

よ
り
、
日
常
生
活
圏
は
拡
大
し
、
地
域

間
の
交
流
を
通
じ
た
活
力
あ
る
地
域
を

創
造
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

平
成
12
年
国
勢
調
査
に
よ
り
四
町
を

一
体
と
み
た
場
合
、
十
五
歳
以
上
の
就

業
者
・
通
学
者
の
う
ち
自
宅
の
居
住
す

る
新
市
へ
の
就
業
者
・
通
勤
者
は
六

七
・
〇
％
と
な
り
、
通
勤
通
学
の
面
で

は
す
で
に
地
域
全
体
が
日
常
生
活
圏
で

あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
町
が
多
様
な
個
性
を
も

ち
、そ
の
特
性
を
活
か
し
つ
つ
一
体
的
、

総
合
的
な
施
策
を
展
開
す
る
こ
と
で
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
地
域
を
形
成
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

現
代
は
、「
真
の
豊
か
さ
」
を
模
索

す
る
成
熟
型
社
会
と
な
り
、
多
様
な
選

択
肢
や
付
加
価
値
が
求
め
ら
れ
、
快
適

で
う
る
お
い
あ
る
生
活
や
主
体
性
あ
る

地
域
づ
く
り
が
志
向
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
球
環
境
問
題
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
、
余
暇
や
生
涯
学
習
な
ど
住
民
ニ

ー
ズ
は
様
々
な
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま

す
。こ

れ
ま
で
ま
ち
づ
く
り
は
専
ら
行
政

中
心
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
住
民
主

体
と
な
っ
て
行
う
ほ
う
が
効
果
的
な
も

の
や
、
市
民
団
体
や
N
P
O
な
ど
の
組

織
や
個
人
の
関
わ
り
あ
い
の
中
で
多
元

化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

四
町
に
お
い
て
も
行
政
自
ら
の
役
割

を
再
考
し
、
新
た
な
地
域
経
営
の
枠
組

み
を
構
築
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

4

成
熟
化
、
住
民
ニ
ー
ズ
の

高
度
化

5

行
財
政
改
革
の
必
要
性

国
・
地
方
を
合
わ
せ
た
長
期
債
務
残

高
は
六
九
三
兆
円
程
度
（
H
14
年
度
末

予
算
ベ
ー
ス
）
に
達
す
る
見
込
み
で
あ

り
、
非
常
に
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。
財
政
の
健
全
化
は
早
急
に

対
応
す
べ
き
課
題
で
あ
り
、
一
層
の
経

費
削
減
と
効
率
的
財
政
運
営
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

四
町
で
も
地
方
債
現
在
高
（
H
13
年

度
末
）
は
お
よ
そ
二
九
九
・
七
億
円
と

増
加
し
、
財
政
構
造
の
弾
力
性
を
示
す

と
い
わ
れ
る
経
常
収
支
比
率
を
み
る
と

平
成
13
年
度
で
七
七
・
四
％
と
通
常
妥

当
と
さ
れ
る
七
〇
〜
七
五
％
を
上
回
り
、

財
政
構
造
の
弾
力
性
が
失
わ
れ
つ
つ
あ

り
ま
す
。

※
経
常
収
支
比
率
…
地
方
税
や
地
方
交

付
税
を
中
心
と
す
る
経
常
的
な
一
般

財
源
が
人
件
費
や
公
債
費
な
ど
の
経

常
的
に
支
出
さ
れ
る
経
費
に
充
当
さ

れ
た
割
合

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
国
で
は
地
方

交
付
税
の
見
直
し
を
進
め
て
お
り
、
四

町
の
地
方
交
付
税
は
歳
入
総
額
で
三

一
・
三
％
（
H
13
年
度
）
を
占
め
て
い

る
こ
と
か
ら
大
き
な
影
響
は
避
け
ら
れ

な
い
見
通
し
で
す
。

現
状
の
町
で
財
政
状
況
に
あ
っ
た
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
か
、
合
併
し

て
効
率
的
な
行
財
政
運
営
を
模
索
し
、

社
会
基
盤
を
整
備
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

公債費比率…公債費（交付税措置されたものを除く。
ただし事業費補正による算入分は考慮しない。）
の標準財政規模に対する割合を示す指標
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市町村を取り巻く社会環境の変化 
(1)　地方分権と独自の地域づくり 
(2)　少子高齢化の進行 
(3)　日常生活圏の拡大と新たなまちづくり 
(4)　成熟化、住民ニーズの高度化 
(5)　行財政改革の必要性 

４町の課題 
(1)　地域産業の衰退 
(2)　少子高齢化 
(3)　基盤整備 
(4)　自然環境の保護 
(5)　まちづくりの主体の創出 

いま４町に求められるもの 

住民がより 
暮らしやす 
いまち 

地域の個性 
が発揮でき 
るまち 

自立でき 
るまち 

市町村合併の必要性 

(1)行政サービスの 
　高度化・多様化 
　と生活の利便性 
　の向上 

(2)新たなまち 
　づくりの可 
　能性 

(3)行財政基盤 
　の強化 

４
町
単
独
で
は
実
現 

難
し
い 

水
準
を
維
持
・
充
実
さ
せ
て
い
く
か
と

四
町
合
併
の
必
要
性
と
効
果

第4章1 合併の必要性（
一
）
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
高
度
化
・

多
様
化
と
生
活
の
利
便
性
の

向
上

行
政
規
模
の
拡
大
に
よ
り
目
的
ご
と

に
担
当
部
門
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
質
や
職
員
の
政
策
形
成

能
力
な
ど
の
行
政
レ
ベ
ル
を
向
上
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
日
常
生

活
圏
と
行
政
区
域
が
一
致
す
る
こ
と
で
、

公
共
施
設
（
図
書
館
・
ス
ポ
ー
ツ
施

設
・
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
等
）
や
窓
口

サ
ー
ビ
ス
が
勤
務
地
等
の
身
近
な
場
所

で
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

（
二
）
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の

可
能
性

豊
か
な
自
然
と
温
泉
な
ど
の
地
域
資

源
を
個
々
の
町
で
な
く
地
域
全
体
を
一

体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
連
携
さ
せ
、

付
加
価
値
の
高
い
も
の
に
す
る
可
能
性

が
広
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
幹
線
道
路

網
の
整
備
や
四
町
間
を
結
ぶ
道
路
の
整

備
、
農
業
や
健
康
と
い
っ
た
新
た
な
分

野
と
の
連
携
と
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

よ
る
地
域
産
業
の
活
性
化
、
保
健
福
祉

の
ま
ち
づ
く
り
、
自
然
環
境
の
保
全
な

ど
が
広
域
的
な
計
画
と
し
て
取
り
組
め

ま
す
。

合
併
に
よ
り
伊
豆
地
域
の
中
心
的
印

象
と
地
域
産
業
へ
の
刺
激
、
市
へ
の
昇

格
に
よ
り
福
祉
関
係
な
ど
の
き
め
細
か

な
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
が
で
き
ま
す
。

（
三
）
行
財
政
基
盤
の
強
化

合
併
に
よ
り
町
長
な
ど
の
特
別
職
や

議
員
数
の
減
少
、
総
務
や
企
画
な
ど
管

理
部
門
の
職
員
統
合
に
よ
り
、
行
政
サ

ー
ビ
ス
水
準
を
維
持
・
向
上
さ
せ
な
が

ら
行
政
経
費
の
削
減
を
図
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
国
・
県
の
合
併
支
援

策
の
拡
充
に
よ
る
財
政
基
盤
の
強
化
や

経
常
経
費
の
削
減
効
果
に
よ
る
生
活
基

盤
の
重
点
的
な
投
資
に
よ
り
、
計
画
的

か
つ
効
果
的
な
基
盤
整
備
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
類
似
し
た
公
共

施
設
を
地
域
の
必
要
性
に
応
じ
た
施
設

と
し
て
活
用
を
見
直
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。

2

合
併
の
効
果

い
っ
た
選
択
を
す
べ
き
時
に
き
て
い
ま

す
。

（
一
）
合
併
へ
の
期
待
と
不
安

四
町
住
民
意
識
調
査
の
結
果
に
よ
る

と
、
合
併
に
対
す
る
期
待
と
し
て
、
経

費
節
減
や
効
率
化
と
い
っ
た
行
財
政
改

革
の
実
現
を
期
待
す
る
声
が
多
く
、
次

に
大
規
模
事
業
へ
の
期
待
や
地
域
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
な
ど
の
都
市
の
ス
ケ
ー

ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

に
期
待
す
る
も
の
、公
共
施
設
の
利
用
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
な
ど
生
活
の
利

便
性
や
暮
ら
し
や
す
さ
に
期
待
す
る
意

見
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
合
併
へ
の
不
安
に
つ
い
て
は
、

「
一
部
の
地
域
だ
け
が
発
展
し
、
周
辺

部
な
ど
が
取
り
残
さ
れ
る
。」
と
い
う

回
答
が
四
〇
・
八
％
を
占
め
、
行
政
区

域
が
広
が
り
新
市
の
地
域
格
差
が
広
が

る
こ
と
に
懸
念
を
示
し
て
い
る
人
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。
次
に
「
役
場
が
大

き
く
な
り
、
住
民
の
声
が
届
か
な
く
な

る
。」
と
い
っ
た
意
見
や
「
行
政
サ
ー

ビ
ス
水
準
が
低
下
す
る
。」
と
い
っ
た

行
政
側
へ
の
不
安
、
公
共
料
金
や
保
育

な
ど
の
各
種
負
担
が
上
が
る
の
で
は
と

い
っ
た
心
配
が
上
位
を
占
め
て
い
ま
す
。

（
二
）
不
安
へ
の
対
応
の
方
向
性

○
ま
ち
づ
く
り
へ
の
不
安

●
一
部
の
地
域
だ
け
が
発
展
し
、
周
辺

部
な
ど
が
取
り
残
さ
れ
る
の
で
は
な

い
か
。

新
市
建
設
計
画
や
合
併
後
の
新
市
の

総
合
計
画
の
策
定
に
お
い
て
、
中
心
部

と
周
辺
部
の
適
切
な
機
能
分
担
を
考
え
、

住
民
意
見
を
反
映
し
た
ま
ち
づ
く
り
の

あ
り
方
を
検
討
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域

の
持
つ
魅
力
を
高
め
、
合
併
特
例
債
等

の
活
用
に
よ
り
新
市
全
体
で
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
基
盤
整
備
の
推
進
が
で
き
ま

す
。

●
地
域
の
伝
統
や
文
化
が
失
わ
れ
る
の

で
は
な
い
か
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
支
援
し
、
拠

点
と
な
る
施
設
整
備
な
ど
を
通
じ
て
伝

統
・
文
化
の
保
存
と
継
承
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
進
行
を
図
り
ま
す
。

○
行
政
サ
ー
ビ
ス
へ
の
不
安

●
役
場
が
大
き
く
な
り
、
住
民
の
声
が
届
か
な
く
な
る
の

で
は
な
い
か
。

地
区
ご
と
の
懇
談
会
や
行
政
モ
ニ
タ
ー
に
加
え
、
各
種
広
報

誌
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
多
様
な
媒
体
に
よ
り
住
民
意
見

を
求
め
、
構
想
・
計
画
策
定
段
階
に
お
け
る
住
民
参
加
機
会
の

拡
充
等
に
よ
り
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
今
以
上

の
情
報
公
開
と
説
明
責
任
の
徹
底
を
図
り
住
民
意
見
を
反
映
す

る
た
め
の
組
織
・
機
構
を
検
討
し
ま
す
。

●
公
共
料
金
や
保
育
・
教
育
・
福
祉
負
担
が
高
く
な
る
の

で
は
な
い
か
。

税
金
や
各
種
公
共
料
金
、
使
用
料
、
手
数
料
は
人
口
等
の
要

件
に
よ
り
法
律
で
定
め
ら
れ
た
も
の
を
除
き
、
合
併
に
よ
っ
て

即
、
高
く
な
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
の
経
緯
を

踏
ま
え
、
受
益
と
負
担
の
公
平
の
原
則
を
基
本
に
協
議
・
調
整

し
て
い
き
ま
す
。

●
行
政
サ
ー
ビ
ス
水
準
が
低
下
す
る
の
で
は
な
い
か
。

合
併
後
行
財
政
基
盤
の
強
化
や
管
理
部
門
の
統
合
、
職
員
削

減
な
ど
に
よ
り
、
専
門
職
員
の
配
置
や
行
政
組
織
・
機
構
を
見

直
す
こ
と
に
よ
っ
て
専
門
的
で
高
度
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

が
可
能
と
な
り
、
全
体
と
し
て
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
は
向
上
し

ま
す
。

●
役
場
が
遠
く
な
り
不
便
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

合
併
後
も
現
庁
舎
を
有
効
に
活
用
し
、
住
民
に
身
近
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
と
な
る
機
能
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
交
通
面

で
の
利
便
性
を
高
め
、
情
報
通
信
基
盤
の
整
備
や
公
共
サ
ー
ビ

ス
提
供
の
手
法
を
検
討
し
、
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
図
り
ま
す
。

○
そ
の
他
の
不
安

●
学
校
等
公
共
施
設
の
統
廃
合
に
よ
っ
て
不
便
に
な
る
の

で
は
な
い
か
。

合
併
に
よ
っ
て
す
ぐ
に
学
校
等
公
共
施
設
が
統
廃
合
さ
れ
る

の
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
踏
ま
え
、
必
要
性
や
あ
り

方
に
つ
い
て
住
民
意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

が
低
下
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
配
慮
し
ま
す
。

（
三
）
新
市
に
望
む
ま
ち
づ
く
り

四
町
合
併
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
住
民
が
最
も
重
要
視
す
る
項

目
と
し
て
、
基
幹
産
業
で
あ
る
観
光
面
で
の
活
性
化
を
望
む
声

が
多
く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
全
体
の
回
答
で
は
医
療
や
福

祉
、
防
災
な
ど
の
生
活
に
身
近
な
分
野
の
ま
ち
づ
く
り
の
充
実

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
行
政
の
や
っ
て
い
る
こ
と

が
よ
く
わ
か
る
ま
ち
」
が
上
位
に
あ
り
、
新
市
に
お
い
て
は
、

情
報
公
開
や
住
民
参
加
が
求
め
ら
れ
、
住
民
ニ
ー
ズ
を
受
け
止

め
、
施
策
に
反
映
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

3

合
併
へ
の
住
民
意
見

次
号
の
合
併
協
議
会
だ
よ
り
に
第
五
〜
六
章
を
掲
載
し
ま
す
。

新市将来構　

この会報と新市将来構想は、合併協議会ホームページ（URL : http://www.izucity.jp）でご覧いただけます。

（図）


